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年度春季大会プレイベン ト

ポス トMDGs(ミレエアム開発目標)はどうあるべきか

～現行の MDGsの到達点と課題、そして 2015年後の新たな方針や

目標を巡る日本の政府とN60、国際開発学会による大討論会～
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日時 :2012年 6月 1日 金曜日 18時 半～21時

場所 :横浜開港記念会館講堂

(http://www city yokohama lg jp/naka/kalkou/facility html)

〒23+0005 横浜市中区本麟 lT目 6番 地

JR寮 浜東北線 ・根岸線 F闘内駅」南日から徒歩 0ヽ分 (約70017b)

市圏地下鉄線 「関内駅」1番出日から徒歩10分 (約700門)

みなとみらもヽ線 「霞本大通 り揺R」1番出臼から徒歩1分 (約50m)

シンポジス ト

問題提起者 :松浦博司 外 務省国際協力局地球規模課題総括課長

高橋清貴 国 際開発学会員 □恵泉女学国大学 口日本国際ボランティアセンター

討論者 :  小 寺 清  国 際協力機構 (JICA)理事

水澤 恵  国 際協力NGOセンター (JANIC)調査 ・提言グループマネージャー

佐藤 寛  国 際開発学会長 ・アジア経済研究所 国 際交流 ・研修室長
司会進行 : 大 橋正明 国 際開発学会副会長 口社会連携委員長 ロシャプラニール

黒田かをり 国 際開発学会社会連携委員 口CSOネットワーク

プログラム

30 主 催者あいさつ 口企画意図説明

45 外 務省によるMDOsの成果報告 ロポス トMDGの方針提起、提案

18 NGOに よるMDGsの問題指摘 ・ポス トMDGに関する提案

50 他 シンポジス トのコメン ト・相互討論

20 会 場とのQ&A口 討論

50 司 会者によるまとめと開会
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主催 :国際開発学会 (企画 ・実施 :国際開発学会社会連携委員会)

後援 :横浜国立大学、横浜市 (依頼中)、外務省 (依頼中)、 国際協力 NGOセ ンター (」ANIC)、

国際協力機構 (」ICA、依頼中)

申込方法 : 参加を希望される方には、会場設営の関係上、事前登録をお願いしております。

以下の問い合せ先に、お名前 (フリガナ)・ご所属 ・ご連絡先、学会員か否かを明

記の上、5月 25日 までにお申し込みください。参加は無料です。

※当学会から定員(400名)に達 した旨の連絡がない限りご参加頂けます。当日参加も可能です。

お問い合わせi sympo@ゴ aSid.or宮
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